
基本施策　27　公園・緑地・緑道 平成30年度 施策評価シート①
【基本施策の目的】

【基本施策の今後の優先度】

判定区分

【指標の分析】

緑が豊かなまちと思う市
民の割合

実
績

％

7割以上の市民が
「緑豊かなまち」と
感じていただいて
いる。非常に高い
数字である。居住
地別では住環境整
備がある程度完了
している桃花台地
区は80%以上と非
常に高く、それ以外
の地区でも概ね
70%と非常に高く、
急激な下降は想定
しにくい。

　市民がより多くの緑と身近にふれあい、うるおいや安らぎを感じることができる、緑豊かな美しいまちにしま
す。

指標
単
位

区分 基準値

基本施策における課題の状況及び対応策

方向性との整合性とその要
因、実績の増減の要因

今後の見通し（予測）、今後
の対応

H28度

全体的には緑豊かな美しいまちとの認識はあるが、今後進行する、公園施設の老朽化などに対応す
るため、公園施設長寿命化計画による計画的な維持補修や地域ニーズにマッチした計画的な公園整
備を進めるとともに、引続き、安全で快適な公園管理に努め、緑豊かな美しいまちづくりを推進します。

H29度H27度

緑化に対し市民全
体の意識レベルが
少しでも上がるよ
う、緑化推進協議
会による花いっぱ
い運動の推進や緑
化活動に対する助
成制度の周知やイ
ベントの際、緑化に
関するＰＲを行う。

77.0 71.474.9 71.7

H26度

73.0

目
指
す
方
向
性 →

7,396

民有地緑化や都市
公園の整備により
実績はあがってい
る。

緑が豊かなまちと思う市
民の割合

％

7割以上の市民が
「緑豊かなまち」と
感じていただいて
いる。非常に高い
数字である。居住
地別では住環境整
備がある程度完了
している桃花台地
区は80%以上と非
常に高く、それ以外
の地区でも概ね
70%と非常に高く、
急激な下降は想定
しにくい。

緑の創出面積（累計）

26,91319,830 27,725

緑化に対し市民全
体の意識レベルが
少しでも上がるよ
う、緑化推進協議
会による花いっぱ
い運動の推進や緑
化活動に対する助
成制度の周知やイ
ベントの際、緑化に
関するＰＲを行う。

緑の基本計画に基
づき公園緑地の整
備を推進する。

目
指
す
方
向
性 →
実
績

㎡
目
指
す
方
向
性

→

18,669

【施策推進事業の考え方】

民有地緑化や都市
公園の整備により
実績はあがってい
る。

緑の創出面積（累計）

実
施
計
画
事
業

平成16年度に策定、平成23年度に改定した小牧市緑の基本計画に基づき、市内の緑の
保全及び緑化の推進に取り組んでいる。計画期間をH24～H32年度、計画目標は市全
域における緑被面積確保（策定当時の緑被面積の確保）や市民1人あたりの都市公園
面積であり、H31年度に改定する予定です。現状把握や課題整理、市民アンケート後、
計画目標値を見直し、パブリックコメント実施後、計画を確定させます。

経
常
事
業

事業名   ：公園緑地施設管理委託事業
事業内容：安全で快適な公園のための適性な管理を進める。
削減内容：外注していた公園施設の通常点検を協会職員による直営点検とすることで外
注による委託費を削減する。削減に関する

具体的な考え
方

資源投入の考
え方

緑の基本計画に基
づき公園緑地の整
備を推進する。

㎡
目
指
す
方
向
性

→

1 



基本施策　27　公園・緑地・緑道 平成30年度 施策評価シート②

基準値自体非常に高
く、昨年度の実績値も
十分高いため現状を
維持する。年代別で
は10歳～40歳代の割
合が他の年代に比べ
若干低い。

引続き、みどりの教室や
苗木・球根等の配布を
通じ緑化意識の向上を
図っていく。

指標

目的

実
績

区分 H28度

74.8 67.5

H27度

％

展開方向１

名称

所管課

単
位

→

H26度 H29度基準値

緑化意識を高めます

みどり公園課

家庭などで花や木
を育てている市民の
割合

目
指
す
方
向
性

○緑化の創出を推進します。

68.775.5 75.6

方向性との整合性とその要因、実
績の増減の要因

今後の見通し（予測）、事務事業等
の見直し内容

基準値自体非常に高
く、昨年度の実績値も
十分高いため現状を
維持する。年代別で
は10歳～40歳代の割
合が他の年代に比べ
若干低い。

引続き、みどりの教室や
苗木・球根等の配布を
通じ緑化意識の向上を
図っていく。

精力的なＰＲ活動の
結果、H29年度にお
いては個人の活動実
績が増加しました。

引続き、ＨＰ、総会や施
設見学会などの折にパ
ンフレットを配布し広く広
報活動を行っていく

％

→
家庭などで花や木
を育てている市民の
割合

団
体

目
指
す
方
向
性

目
指
す
方
向
性 →

実
績

2
(H26年度)

4 1 3

緑化推進協議会グ
ループ活動数

方向性との整合性とその要因、実
績の増減の要因

今後の見通し（予測）、事務事業等
の見直し内容

公園のルールづくり
の指針（案）を地元区
へ提示し協議検討
後、指針（案）を取りま
とめる。

管理委託区の状況を把
握し、公園利用の問題
点を洗い出していく。ま
た、公園整備に伴うワー
クショップでルールづくり
を作成する。

精力的なＰＲ活動の
結果、H29年度にお
いては個人の活動実
績が増加しました。

引続き、ＨＰ、総会や施
設見学会などの折にパ
ンフレットを配布し広く広
報活動を行っていく

団
体

目
指
す
方
向
性 →

展開方向２

名称 安全・快適な公園を維持します

目的
○安全で快適な地域ニーズに合った公園を、地域住民が主体となり維持管理する仕組みづくりと、
市民四季の森をはじめとした公園の適切な維持管理を進めます。

所管課 みどり公園課

H29度

市民協働による公
園管理数
（市民協働により
ルールづくりした公
園管理数）

箇
所

区分 基準値

目
指
す
方
向
性 →

0

緑化推進協議会グ
ループ活動数

0
(H26年度）

H28度

2

H26度 H27度

実
績

指標
単
位

0
公園のルールづくり
の指針（案）を地元区
へ提示し協議検討
後、指針（案）を取りま
とめる。

管理委託区の状況を把
握し、公園利用の問題
点を洗い出していく。ま
た、公園整備に伴うワー
クショップでルールづくり
を作成する。

バラアジサイまつりの
来園者にアンケートを
実施。100％に近いた
め現状維持に努め
る。

引続き、管理委託団体と
の連携を強化し適正な
維持管理に努める。

市民四季の森が適
切に管理された魅
力的な公園と思う来
場者の割合

％

実
績

91.3
(H26年度)

目
指
す
方
向
性 →

98.3 100.0 99.5

市民協働による公
園管理数
（市民協働により
ルールづくりした公
園管理数）

箇
所

目
指
す
方
向
性 →

緑の基本計画による
公園整備目標の平成
32年で7.6㎡/人に向
けて、整備年度の計
画により事業を実施し
進捗を図れた。

公園整備や緑の創出・
保全は、市民に憩いの
場を提供する目的として
必要のため、引き続き、
緑の基本計画による公
園整備目標に向けて実
施していく。

バラアジサイまつりの
来園者にアンケートを
実施。100％に近いた
め現状維持に努め
る。

引続き、管理委託団体と
の連携を強化し適正な
維持管理に努める。

方向性との整合性とその要因、実
績の増減の要因

今後の見通し（予測）、事務事業等
の見直し内容

目
指
す
方
向
性 →

7.4 7.4 7.4

H28度 H29度H27度

市民１人あたりの都
市公園面積

㎡
／
人

実
績

7.3 7.4

指標
単
位

区分 基準値 H26度

展開方向３

名称 公園・緑地・緑道の整備を推進します
目的 ○市民が身近に緑とふれあえる場をつくります。

所管課 みどり公園課

市民四季の森が適
切に管理された魅
力的な公園と思う来
場者の割合

％
目
指
す
方
向
性 →

緑の基本計画による
公園整備目標の平成
32年で7.6㎡/人に向
けて、整備年度の計
画により事業を実施し
進捗を図れた。

公園整備や緑の創出・
保全は、市民に憩いの
場を提供する目的として
必要のため、引き続き、
緑の基本計画による公
園整備目標に向けて実
施していく。

目
指
す
方
向
性 →

市民１人あたりの都
市公園面積

㎡
／
人

1


